
髙岸 憲二  kenji takagishi 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[ 診 療 科 ] 整形外科 

[専 門 分 野 ] 肩関節 リウマチ 

[ 資 格 ] 日本整形外科専門医、日本整形外科スポーツ認定医、日本体育協会スポーツドクター、日

本整形外科リウマチ認定医、リウマチ学会認定医 

[学会活動等] 日本整形外科学会（理事）、日本整形外科スポーツ医学会（前理事長）、日本軟骨代謝学会

（評議員・理事）、日本肩関節学会（前理事、代議員）、日本リウマチ学会（評議員）ほか 

 

 

 

皆様こんにちは。清水厚生病院 整形外科に本年 4 月より月に一度診療しております髙岸 憲二です。整形外科は

身体の部位別や疾患によって専門がいくつかに分かれています。私は今年 3 月までは群馬大学医学部整形外科教授と

して主に肩関節およびリウマチの患者さんを診療してきました。 

肩の病気というと皆様は五十肩を想像されるではないでしょうか。私の外来には「いつまでも五十肩が治らないん

だよね。」と言って来院される患者さんも多くおられましたが、よく調べてみると腱が切れている腱板断裂や上腕二頭

筋長頭腱炎、関節の老化現象である変形性肩関節症などの病気が見つかります。これらの病気の多くはリハビリや痛

み止めなどによりよくなりますが、中には手術が必要になることもあります。 

若い方では野球によって肩が痛くなり、ボールを投げられなくなる選手も多く診てきましたが、多くの選手はリハ

ビリテーションによってよくなっていきます。手術が必要な選手は大体 20 人に一人程度でした。 

肩関節の病気の多くは、外来で治っていきますが、中には手術が必要な方もおられます。このように書いている私

も右肩腱板断裂修復術を受けており、患者さんの気持ちも良くわかりますし、肩の病気におけるリハビリや手術など

の重要性を身にしみて強く感じている一人です。もし、肩の病気で何が困ったことがありましたら、是非一度診察さ

せてください。お待ちしております。 

 

お問い合わせ先 ＪＡ静岡厚生連清水厚生病院 整形外科 

℡054-366-3333   受付時間 平日 14:00～16:30 

 ☆完全予約制になります。初回は一般整形外科で対応することもございますのでご了承ください。 

毎月 2～3 回金曜日の午前中のみ診療を行っております。 

診療日は病院ホームページをご確認ください。 

略歴 

昭和 50 年 3 月   九州大学医学部卒業 

       九州大学整形外科入局 

昭和 54 年 7 月   米国 Columbia 大学整形外科留学 

昭和 57 年 7 月   九州大学整形外科助手 

昭和 60 年 4 月  国立福岡中央病院医師 

昭和 61 年 8 月   北里大学医学部整形外科助教授 

平成 7 年 4 月   北里大学医学部整形外科教授 

平成  9 年 4 月   群馬大学医学部整形外科教授 

平成 15 年 4 月   群馬大学大学院医学系研究科 

整形外科学教授 

平成 28 年 4 月  群馬大学名誉教授 

サンピエール病院名誉院長 

 


